


ガスエンジン希薄燃焼技術Y－NOCS

失火判定条件：SO≦α×Sm

　　　SO：判定を行う波形の面積｛ll‘｛

　　　Sm：II’1：前16回の力支形面積の移動’r均値

　　　α　　：　失火半IIひヒ上ヒ率

常正

ー
†
i

図2排気圧力波形変化

団システム腰1

3．1機器の構成

　図3にY－NOCSシステム構成図を示す．エンジン

川転数，スロットル開度，排気圧力，を人力信号

とし，それらに基づいて、燃料制御弁開度の調整

を行う．従来のマップ制御に対して追加した構成
tt llt

Tは，排気圧力センサ（図4）で，長野計器製の蒸着

形’r導体圧力センサを使川しており，アルミ製排

気熱交の排気llll川付近に取f・」’けている．　Y－NOCSは，

排気圧力の変化に着目しているためT排気圧力セ

ンサ出力値の固1本差，温度ドリフトの影響を受な

い反面，耐震性，酸性度の高いドレン水に対する

耐食性，ドレン水による圧力通路の閉塞・凍結の

影響，等々の課題もあった．

燃料カス

S1：排気圧力センサ

M1：ステノピンクモータ

　（スロットルハルフ駆動）

M2：燃料制御弁
P1：ピックアップ

　（エンシン回転数検知）

吸気

図3Y－NOCSシステム構成図

図4排気圧力センサ外観

3．2　制御概要

　図5がY－NOCS制御概念図である．

御内容をド記に示す．

それぞれの制

図5Y－NOCS制御概念図

（1）ベースマツプ運転

　　NOxの排出を若「犠牲にして，エンジンの運

　　転性を優先させた運転．ガス種毎に設定され

　　たエンジンli．il転数・スロットル開度を変数と

　　するマップによりミキサの燃料制御弁開度を

　　調整するもので，従来のマップ運転に相当する．

　　エンジン起動後は，このマップから運転開始

　　する．運転中何らかの原因で，失火が発生し

　　たり，エンジンICil転数が不安定になった場合

　　には、このベースマップで運転を行う．

（2），｝｝き換えマップ運転

　　稀薄燃焼運転を行うために，ベースマップか

　　ら1｝‡き換えられたマップ（以ド，書き換えマッ

　　プと記す）による運転．初期状態は，ベースマ

　　ップと同じマップとなっており，運転後に随

　　時F｛｝き換えられていく．・．一日．，書き換えられ

　　たポイントには書き換え完rを示す“恒久フ

　　ラグ”を立て，それ以降の書き換えは行わず，

　　リーン制御にも移行しない．

（3）　リーン制御

　　燃料制御弁の開度を変化させて，空燃比をリー

　　ン側に持っていく制御．書き換えマップ運転時，

23

YAMAHA　MOTOR　TECHNICAL　REVIEW



ガスエンジン希薄燃焼技術Y・・NOCS

　　エンジン回転数が目標回転数範囲内にて安定

　　すると，リーン制御に移行する．リーン制御

　　では，燃料制御弁開度を段階的に閉じていき，

　　失火が起きないか，また，エンジン回転数が

　安定しているかを判定する．失火が発生するか，

　　エンジン回転数が不安定となると，リーン化

　　を終了する．また，燃料制御弁開度を閉じる

　　総量は，あらかじめマップ（下限マップ）で制

　　限してあり，失火の発生がなくても，その開

　　度になった時点でリーン化を終了する．リー

　　ン化が終了すると，そこから燃料制御弁開度

　　をマップにて設定された量だけリッチ側へ戻

　　すエンリッチ処理を行い，燃料制御弁開度の

　　オフセット値（ベースマップの値とリーン制御

　　後の値の差）を決定する．但し，下限マップに

　　到達してリーン化を終了した場合は，その開

　　度からオフセット値を決定する．

（4）安定待ち制御

　　リーン制御にて選定した燃料制御弁開度でし

　　ばらく運転し，運転性に問題がないかを，失

　　火の有無，エンジン回転数の安定性により判

　　定を行う．失火発生等で安定して運転できな

　　いと判定された場合，燃料制御弁開度を一定

　　量リッチ側へ戻し，オフセット値を修正し，

　　再度安定待ち制御に入る．安定して運転が可

　　能と判定されたらマップの書き換えを行う．

　　燃料制御弁開度のマップ値に急激な変化があ

　　ると，エンジン回転数ハンチング等の不具合

　　が発生するため，マップの書き換え対象領域

　　全てについて，（3）で決定したオフセット値に

　　より，書き換えをおこなう．

　　以上，一連の動作をタイムチャートにしたも

　　のが，図6である．

排気圧力波形

制御状態

燃料制御弁開度

　リソチ

／
リーン

八 ．で常ラへ
失火波形

八 八蹴形

ベースマノブ運転 書き換えマノブ運転 リーン制御 安定待ち制綱 書き換えマノブ運転

ベースマノブ 書き換えマノブ

〔初期はべ一スマンプと同じ｝ 　　　一一一一一
書き換えマノブ

下限マノブ

　　　　△
『　　　　　　∠リーン化　　　　工ン

　　　　△
L　マノブ書き

ノチ

換え

一一　－w
　ペースマソプ

　　　Vll

燃料制御弁開度
　　　Vl｜

　下限マノブ

図6Y－NOCS作動タイムチャート

3．3効果

　図7に，Y－NOCSによるNOx低減の効果を示す．

ベースマップ運転時においては，ミキサ，エアク

リーナ，ゼロガバナ等の部品の流量管理幅による

空燃比ばらつきのため，NOx値は，

　　上限側（リッチ側）387ppm

　　下限側（リーン側）　73ppm

の範囲にあるが，一連の制御を行った後の書き換

えマップ運転においては，

　　上限側100ppm

　　下限側54ppm
となり，全数目標の100ppm以下となっている．
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　　　　セッティングばらつき

　　　図7Y－NOCS　NOx低減効果

’　おわりに

　地球規模の環境が問題とされる中，GHPにおい

て取り組むべき技術課題は，代替冷媒，熱効率向上，

排気浄化，リサイクル等数多くある．今後とも，

環境負荷の極小化を追求し，豊かで快適な生活空

間を提供する商品の開発に努力していきたい．

　なお，本システムはGHP開発室要素技術グルー

プにおいて先行開発された制御方式であり，商品

化にあたって，排気圧力センサメーカーの長野計器

（株）様はじめ，多大な御協力を頂いた社内外関係

各位に，紙面をお借りして深く感謝の意を表する．
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